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: 株式会社　テオリ

: 1989　（平成元年）　6月1日

：1000万

：〒7101302　　岡山県倉敷市真備町服部1807番地　 　tel 0866984526

：中山和幸　（1979年12月生）

：26名　（パート含む）

6月  1日 ：有限会社 テオリ 設立　初代代表取締役　中山正明
　家具部品加工を始める　　吉備郡真備町川辺　21241

9月  1日 ：第2工場増設　NCルーター導入　吉備郡真備町下二万

5月25日 ：本社工場新築　吉備郡真備町服部　1807番地

3月25日 ：鉄筋構造2階建増築　塗装設備を行う

7月28日 ：株式会社　テオリに組織変更　資本金1000万に増資

1月30日 ：ISO　9002取得

1月31日 ：岡山県経営革新計画の承認を受ける

12月15日 ：ISO　9001取得

8月  1日 ：市町村合併に伴い倉敷市に住所変更

11月16日 ：岡山県　 『岡山・わが社の技』 に認定　 『竹集成材で作った竹家具・竹製品』

10月  1日 ：竹集成材プロジェクト製品　『2006 グットデザイン賞』受賞

　  11月  1日 ：竹集成材プロジェクト製品　倉敷市　『倉敷ブランド』認定

1月15日 ：フランス・パリ国際家具見本市　『メゾン・エ・オブジェ』初出展

　  10月  1日 ：竹集成材プロジェクト製品　『2007 グットデザイン賞』受賞

3月17日 ：竹を素材としたオリジナル自然塗料の研究開発を始める

  　  3月  1日 ：自社開発商品　『竹表皮塗料』の販売開始　特許取得　特許第5028336号

3月24日 ：竹表皮を活用した浴用化粧品（入浴剤）の研究開発を始める

　  11月  1日 ：自社開発商品　『つる肌潤い風呂』　販売開始岡山県商工会連合会　「地域特産品」認証

 　   3月  1日 ：経済産業省　「がんばる中小企業・小規模事業者300社」選定

3月17日 ：建設業内装仕上工事業許可の取得

6月  1日 ：竹集成材工場操業開始　倉敷市真備町箭田23241

3月  9日 ：環境省　　エコアクション21　認証取得 0012197
　（環境負担への軽減に効果的効率的に取り組む企業に対しての認証登録制度）

7月15日 ：中山和幸　代表取締役就任　それに伴い中山正明　取締役会長就任

8月18日 ：経済産業省　令和3年度事業継続力強化計画の認定を受ける

11月  4日 ：岡山県経営革新計画の認証を受ける

6月  1日 ：日本家具産業振興会　『合法木材供給事業者』認定を受ける

◇ 　竹集成材を用いた家具インテリア雑貨の製造販売
◇ 　木材及び竹集成材を用いた製品の製造　図書館用書架・陳列用什器

　　オフィス用パーテーション・ハウスメーカーの収納家具・建材

・フラッシュ加工一式　・ランニングソー ・国内外　インテリアショップ
・テノーナー　・エッジバインダー　 ・日本ファイリング　株式会社
・高周波接着機　・NCルーター（3台）　 ・愛知　株式会社
・木材乾燥機　・乾留窯 ・株式会社　山陽オカムラ
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

　
7.

　

制定日：
更新日：

環境に配慮した竹製品製造及び販売を推進します。

本方針を全従業員に周知徹底します。

2017年8月9日

当社は、家具の製造・販売を主とする事業活動において,環境関連法規制等により,環境負荷の

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

二酸化炭素排出量の削減を推進します（電気、ガソリン、軽油、灯油）

2021年6月8日

代表取締役 中山和幸

廃棄物排出量の削減及び廃棄物の再利用を推進します。

総排水量の削減を推進します。

化学物質使用量の削減（或いは適正管理）を推進します。

1. 環境方針
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（１） 名称及び代表者名
株式会社　テオリ
代表取締役　中山　和幸

（２） 所在地
〒710-1302　岡山県倉敷市真備町服部1807番地

竹集成材工場 〒710-1301　岡山県倉敷市真備町箭田2324番地1

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 工場長　 三浦　邦彦　　TEL : 086-698-4526
担当者 工場長　 三浦　邦彦　　TEL : 086-698-4526
　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX：***-***-****              FAX : 086-698-4536

              E-mail : info@teori.co.jp

（４） 事業内容（本社）
竹製家具・別注家具の設計・製造販売、コントラクト家具の製造販売
（主要製品：竹製テーブル、椅子、ソファー、　ミラー等インテリアアクセサリー）

事業内容（竹集成材工場）
「竹集成材製造、土壌改良剤の販売」

2022年度（35期）

（５） 事業の規模
売上金額
主要製品生産量

本社工場 本社資材倉庫 合計
従業員　　　　　 21名 無人 21名
延べ床面積　　　 924㎡ 192㎡ 1,116㎡
敷地面積　　　 2,891㎡ 320㎡ 3,211㎡

事業の規模
売上金額
主要製品生産量

従業員　　　　　
延べ床面積　　　
敷地面積　　　

（６） 事業年度 6月～翌年5月

□認証・登録の対象範囲

登録組織名　：株式会社　テオリ

活 動 ：本社工場　竹製家具製造販売

（主要製品：竹製テーブル、椅子、ソファー、ミラー等インテリアアクセサリー）

 ：竹集成材工場　竹集成材製造　（主要製品：、地竹、竹表皮オイル、皮付き扉）

対象事業所

1,767㎡
3,511㎡

本社工場・資材倉庫

（主要製品：竹集成材、肥料）

本社工場
660百万円
1,257トン

23百万円
44トン

竹集成材工場
5名

竹集成材工場

2022年度（35期）

：本社工場・資材倉庫
：竹集成材工場　

2. 組織の概要
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（対象範囲）
本社工場

竹集成材工場

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

役割・責任・権限

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成
・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・従業員に対する教育訓練の実施

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐
・従業員への環境方針の周知

・特定された項目の手順書作成
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・環境活動レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

代表者（社長）

環境事務局

部門長

全従業員

代表者

中山和幸

環境管理責任者

三浦邦彦

会長

中山正明

環境事務局

中山靖子

竹集成材工場
服部真一郎

商品開発部門
木下一平

営業部門
監物正樹

製造部門
坪井浩起

事務部門
中山靖子

株式会社テオリ 3. 実施体制図及び役割・責任・権限表
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本社工場

2021年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
基準年度 実績 実績 実績 実績 実績
121,554 121,554 119,666

165,062 165,062 160,063
105 105 103

5,025 5,025 3,850
5,496 5,496 5,043
6,171 6,171 7,923
3,820 3,820 3,360

12,000 12,000 10,500
174 174 148
140 140 54

3,200 3,200 1,920

竹集成材工場

2021年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
基準年度 34期 実績 35期 実績 36期 実績 37期 実績 38期 実績

49,169 49,169 44,361

74,868 74,868 68,413
2,990 2,990 2,897

155 155 40
793 793 538
645 645 442
432 432 400

45,980 45,980 37,500
158 158 151
450 450 340

本社工場、竹集成材工場の合計

2021年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
基準年度 34期 実績 35期 実績 36期 実績 37期 実績 38期 実績
170,723 170,723 164,027

239,930 239,930 228,476
3,095 3,095 3,000
5,180 5,180 3,890
6,289 6,289 5,581
6,816 6,816 8,365
4,252 4,252 3,760

12,000 12,000 10,500
45,980 45,980 37,500

332 332 299
140 140 54

3,650 3,650 2,260

項　目 単位

kg-CO2

kWh

   ガソリン
　軽油
一般廃棄物排出量

化学物質（洗浄剤）

化学物質（接着剤）

項　目

二酸化炭素総排出量

　電力
　ガス（LPG)
　灯油

kg
L　灯油

　ガソリン
　軽油
一般廃棄物排出量
端材燃料・固形燃料

総排水量

kg
kg

　電力

二酸化炭素総排出量

単位

kg-CO2

　軽油
一般廃棄物排出量
端材燃料・固形燃料

化学物質（接着剤）

kg
ｍ³
L

竹辺、鋸くず、竹チップ

kg

kWh
kg
L
L
L

kg

竹辺、鋸くず、竹チップ

総排水量
化学物質（洗浄剤）

総排水量
化学物質（接着剤）

項　目

二酸化炭素総排出量

　電力

kg

　ガス（LPG)
　灯油
　ガソリン

　ガス（LPG)

L
L

ｍ³

ｍ³

L

L

kg

kg
L

単位

kg-CO2

kWh

kg

L

kg
kg

4. 主な環境負荷の実績
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6



2022年度 2023年度 2024年度 2022年度 2022年度

35期 目標値 36期 目標値 37期 目標値
35期 実績

達成度
35期 実績

評価

121,554 120,338 119,123 117,907 119,666

削減比率 △1% △2% △3% 101% 〇

165,062 163,411 161,761 160,110 160,063
80,055 79,255 78,454 77,653 77,631
削減比率 △1% △2% △3% 102% 〇

105 104 103 102 103
316 313 310 306 309

削減比率 △1% △2% △3% 101% 〇

5,025 4,975 4,925 4,874 3,850
12,512 12,387 12,262 12,137 9587
削減比率 △1% △2% △3% 129% 〇

5,496 5,441 5,386 5,331 5,043
12,751 12,624 12,496 12,369 11,700
削減比率 △1% △2% △3% 108% 〇

6,171 6,109 6,048 5,986 7,923
15,920 15,761 15,604 15,444 20,441
削減比率 △1% △2% △3% 77% ×

3,820 3,782 3,744 3,705 3,360
削減比率 △1% △2% △3% 113% 〇

12,000 11,880 11,760 11,640 10,500
削減比率 △1% △2% △3% 113% 〇

174 172 171 169 148

削減 削減比率 △1% △2% △3% 116% 〇

140 140 140 140 54

現状維持 － － － 259% 〇

3,200 3,200 3,200 3,200 1,920

現状維持 － － － 167% 〇

153 157 161 164 141

増量比率 ＋2.5% ＋5% ＋7.5% 90% ×

Ⅳ．化学物質の

適正管理(接着剤)

Ⅴ．環境配慮型
　　製品の販売

Ⅲ．水使用量

Ⅳ．化学物質の

適正管理(洗浄剤)

kg

対基準

ｍ³

対基準

対基準

L

対基準

　軽油
　　使用量削減

一般廃棄物削減
　 （可燃ゴミ）

Ⅱ．廃棄物排出量

　端材の削減

2021年度
基準年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減
　電力
　　使用量削減

　ガス（LPG)
　　使用量削減

　灯油
　　使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

kg-CO2

L＝（2.32）
kg-CO2

対基準

対基準

kg-CO2

対基準
kg＝（3.00）

kg-CO2

対基準
L＝（2.49）

kg-CO2

対基準
kWh＝（0.485）

　　　　　　　　　　　　年　度
　　　項　目

本社工場

kg-CO2

対基準

kg

対基準

㎥

kg

L＝（2.58）

対基準

5. 環境目標及び実績
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2022年度 2023年度 2024年度 2022年度 2022年度

35期 目標値 36期 目標値 37期 目標値 実績達成度 35期 実績評価

49,169 － － － 44,361

22,723 － － － 23,319

2.164 2.142 2.121 2.099 1.902

削減比率 △1% △2% △3% 113% ○

74,868 － － － 68,413

36,311 － － － 33,180

22,723 － － － 23,319

3.295 3.262 3.229 3.196 2.934

削減比率 △1% △2% △3% 111% 〇

2,990 － － － 2,897
8,970 － － － 8,691

22,723 － － － 23,319

0.1316 0.1303 0.1290 0.1276 0.1242

削減比率 △1% △2% △3% 105% 〇

155 － － － 40
386.0 － － － 99.6

22,723 － － － 23,319
0.006821 0.006753 0.006685 0.006617 0.001715

削減比率 △1% △2% △3% 394% 〇

793 － － － 538
1,839 － － － 1,248

22,723 － － － 23,319
0.03490 0.03455 0.03420 0.03385 0.02307

削減比率 △1% △2% △3% 150% 〇

645 － － － 442
1,664 － － － 1,140

22,723 － － － 23,319

0.02839 0.02810 0.02782 0.02753 0.01895

削減比率 △1% △2% △3% 148% 〇

432 － － － 400

22,723 － － － 23,319

0.01901 0.01882 0.01863 0.01844 0.01715

削減比率 △1% △2% △3% 110% 〇

10,910 － － － 18,700

22,723 － － － 23,319

0.4801 0.4753 0.4705 0.4657 0.8019

削減比率 △1% △2% △3% 59% ×

22,150 － － － 10,800

22,723 － － － 23,319

0.9748 0.9748 0.9748 0.9748 0.4631
現状維持 － － － 210% 〇

12,920 － － － 8,000

22,723 － － － 23,319

0.5686 0.5686 0.5686 0.5686 0.3431

現状維持 － － － 166% 〇

158 － － － 151

22,723 22,950 23,409 24,112 23,319
0.006953 0.006884 0.006814 0.006745 0.006475

削減比率 △1% △2% △3% 106% 〇

450 － － － 340

22,723 － － － 23,319

0.01980 0.01980 0.01980 0.01980 0.01458

現状維持 － － － 136% 〇

23.3 － － － 18.8

22,723 － － － 23,319
0.001025 0.001051 0.001076 0.001102 0.000806

増量比率 ＋2.5% ＋5% ＋7.5% 77% ×

竹集成材工場

kg-CO2

kg

対基準

出来高（千円）

L/出来高

kwh/出来高

対基準

kg

kg/出来高
対基準

L

kwh-CO2

出来高（千円）

kg-CO2

出来高（千円）

kg-CO2

L/出来高
対基準

kg

kg/出来高
対基準

　端材の削減

出来高（千円）

木くず
（竹チップ）

kg/出来高

対基準

Ⅲ．水使用量 ㎥

出来高（千円）

Ⅴ．竹集成材
　　の生産量

ｍ³

出来高（千円）
㎥/出来高

対基準

※電力の二酸化炭素排出係数
    本社工場　日本テクノ（株）の調整後排出係数 0.485kg-CO₂/kWh
    竹集成材工場　日本テクノ（株）の調整後排出係数0.485kg-CO₂/kWh
    （R4.1.7環境省・経済産業省公表）

出来高（千円）

kg

kg/出来高
対基準

削減
㎥/出来高

出来高（千円）

kg

対基準
Ⅳ．化学物質の

木くず
（鉋くず）

　ガソリン
　　使用量削減

2.32

　軽油
　　使用量削減

2.58

Ⅱ．廃棄物排出量

一般廃棄物削減
　 （可燃ゴミ）

3.00

　灯油
　　使用量削減

kg/出来高

対基準

L

L/出来高

2.49

出来高（千円）

木くず
（竹辺）

　端材の削減

kg-CO₂/出来高

対基準

0.485（日本テクノ）

　ガス（LPG)
　　使用量削減

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

kg

出来高（千円）

L

　端材の削減

　電力
　　使用量削減

適正管理(接着剤) 対基準

kg-CO2

　　　　　　　         　年　度
　　項　目

2021年度
基準年度

対基準

出来高（千円）

L-CO2

出来高（千円）

出来高（千円）

kwh

kg/出来高

5. 環境目標及び実績（原単位）
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

△
○

〇
△
×

△
○
×

△

△
△
△

×
○
△
△

×
△

△
×
○

△
○
△

◎
◎

×

（目標達成）
取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

（目標達成）
・長時間の使用を控える 給湯室でのガス使用の削減呼びかけ、短時間でのボンド洗浄の意識によ

り目標達成した。・短時間で機械洗浄を心掛ける
・無駄な使用は控えるように社員に周

電力使用量の削減 （目標達成）
・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

△
残業などあったが、各自が節電や大型機械の効率可動などで消費電力、
CO₂排出量を2022年度の目標を抑える事が出来た。

・不要照明の消灯
・設備の空運転禁止

・下記の通り。
◎

1年通して軽油以外の使用を抑える事ができ、CO₂排出量も2022年度の
目標を抑える事が出来た。

（目標達成）

・不要なアイドリングストップ 資材車がガソリン車両で11月に廃車になって、12月から軽油車両に
なった割には使用量が多い。2023年度は追求し、使用量の削減に努め
る。

・急加速・急停車の防止
・効率的な移動
・空気圧、オイル等の点検

灯油使用量の削減 （目標達成）
・室温管理（20℃を基準） 爆弾寒波はあったものの昨年より寒さも厳しくなく、灯油使用量の削減

も出来た。・部屋解放の禁止
・ウォームビズの実施
ガソリン使用量の削減

（目標達成）
・分別によるリサイクルの推進 段ボールは公共施設の納品など使用する機会が多く、売り上げが増すと

段ボールも増えるが、簡易梱包の推進をし、段ボールを使わない呼びか
けをしている。次年度も同様。

・ミスコピーの防止

軽油使用量の削減 （目標未達成）
・不要なアイドリングストップ 軽油車両が１台増える事によって使用量の増加に繋がった（23％

UP）。2023年度は目標達成は難しいが軽油車両の無駄な使用は控える
よう周知する。多少ですが軽油削減につながると思う。・効率的な移動

・空気圧、オイル等の点検

・急加速・急停車の防止

一般廃棄物の削減

（目標達成）
・節水の周知徹底 1日に違う成分のボンドを使う事も少なく、効率のいい流れが

出来た為使用量も削減出来た。・節水シールの貼り付け
・清掃時・手洗い時の節水

端材・固形燃料の使用 （目標達成）
・端材を有効に使う 今期は材料歩留まりの良い仕事が続いて固形燃料は例年並み、

特に端材燃料は11月から日建設計さんの仕事が中心となり処分する木く
ずも少なく目標達成となった。

・素材ボックスの設置
・保管場所の掲示板を設置
水道水使用量の削減

材料高騰などあり自社商品の販売価格の見直し（値上げ）や会社に入る
道路が1年の工事期間（迂回路も分かりにくい）。その為ショウルームで
の集客が減った（売上10％ダウン）。2023年度はホームページ、SNS
等で宣伝してショウルームでの集客UPや社内外ネット販売の充実化。

化学物質の適正管理 （目標達成）
・SDS資料の入手、管理
・接着剤は F★★★★を使用

製品への環境配慮 （目標未達成）

・市場、顧客情報の調査

ガス（LPG）使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減

洗浄剤は使用を控える事により削減出来た。接着剤は11月から水ビボン
ド（カウントしない接着剤）の使用が主となり、酢ビボンド（カウント
するボンド）の使用が減った為。

6. 環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取り組み内容

本社工場
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

○
○

○
○
△

△
○
×

△
△
○
△

△
△
○

×
△

○
○

○
○
△

○

○

○

△

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

違反

遵守
遵守
遵守
遵守

遵守

遵守
遵守

遵守

なお、関係当局より違反等の指摘、訴訟、環境上の苦情等はありませんでした。

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

11月から10倍以上の木材乾燥機の多用があったが、他の大型機械の使
用が少なく結果、電力使用量は11％の削減になった。

・不要照明の消灯
・設備の空運転禁止
ガス（LPG）使用量の削減 （目標達成）

二酸化炭素排出量の削減 （目標達成）
・下記の通り。

◎
効率よく作業をした結果 電力、ガス、水道水削減に繋がった。

電力使用量の削減 （目標達成）

（防火対象物）防火管理者の届出、消防計画の作成
避難訓練の実施、消火設備・火災警報設備の点検整備、
避難設備の維持

浄化槽法 浄化槽設置届及び使用開始報告、水質基準、定期水質調査
オフロード法 基準に適合した車両を使用、定期整備記録の保管

・長時間の使用を控える 乾溜窯で竹辺の2回入れなど実施、効率よく窯入れが出来、多少ですが
5％の使用量削減が出来た。・短時間使用を心掛け効率よくする

・使用時間短縮を社員に周知
灯油使用量の削減 （目標達成）

（目標達成）

家具のJIS規格 公的な強度試験場での検査、合格記録の保存

適用される法規制 遵守すべき要求事項

廃棄物処理法
保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、
マニフェストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

騒音規制法
振動規制法 特定施設の届出、地域別振動基準の遵守
フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理

・SDS資料の入手、管理 本社応援が多く、また買取丸竹処理に追われて集成材接着工程まで
なかなかいかなかった。・接着剤は F★★★★を使用

竹集成材生産量 （目標未達成）
・市場、顧客情報の調査 上記の流れにより竹集成材目標32.2㎥が18.8㎥しかできなかった。

2023年度は目標達成できるように早めに集成材接着工程に入るように
する。

特定施設の届出、地域別騒音基準の遵守

分別、リサイクルにより可燃ごみは削減できた。
・ミスコピーの防止

・効率的な移動

端材の削減 （目標一部未達成）
・素材ボックスの設置 竹辺は目標を超えたが燃料として提供しリサイクルをしている。
・保管場所の掲示板を設置

・長時間の使用を控える 買い取りが多く植繊機など使用は増えたが、無駄な可動を少なくし、軽
油使用量は前年よりは削減出来た。

・使用時間短縮を社員に周知

一般廃棄物の削減 （目標達成）

竹買い取りが多く竹林へ伐採に行くことがあまりなく、当然粉砕機の使
用も少なく、ガソリン消費も少なくなった。・急加速・急停車の防止

・効率的な移動
・空気圧、オイル等の点検
軽油使用量の削減 （目標達成）

滑走剤としての使用も少なく、ウォームビズで寒さを凌いだ。
・部屋解放の禁止
・ウォームビズの実施
ガソリン使用量の削減 （目標達成）

・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

△

・不要なアイドリングストップ

・分別によるリサイクルの推進

化学物質の適正管理

倉敷市火災予防条例
火災発生の恐れのある機器の取扱基準の遵守、
指定数量未満の危険物可燃物の貯蔵の届出及び技術基準の遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、一部を除き遵守されていることを確認しました。

消防法

・短時間使用を心掛け効率よくする

水道水使用量の削減 （目標達成）
・節水の周知徹底

乾溜窯、木材乾燥機で大量の水を使用したが、効率いい使用で昨年と
同じ位の使用量で収まった。

・節水シールの貼り付け
・清掃時・手洗い時の節水

・室温管理（20℃を基準）

6. 環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取り組み内容

7. 環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

竹集成材工
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代表取締役　中山和幸

環境方針に基づき目標数値を設定し、CO₂削減に取り込み成果が出た1年でした。特に2022年度は例年
と比べ受注量が多い中、通常であればエネルギー使用量は比例し増えますが個々の取り組みにより目標値
を達成する事が出来ました。日々の意識づけ、会社全体での取り組み、考え方による成果だと思います。
竹集成材工場においては竹集成材増産へ本格的に稼働する2023年度となります。エネルギー使用量は比
例し増える傾向にありますがその中でも改善、努力により目標達成を意識し行動をしていきます。今後本
社工場、竹集成材工場共にCO₂削減に貢献できる企業を目指していきます。

8. 代表者による全体の評価と見直し

竹循環型社会

竹集成材工場の事業内容と各種フローチャート
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